











































さらに,ス ペ インのマ ドリー ドにおいて,
初 め て"LibrodeGeometriaPraticay
Tra～a"(実用製 図構成法)の 著書 が発行
されて,種 々の布幅による裁断方法が,明
確に表示 された。
また,型 紙 を作 るための採寸方法 につい
ては,初 期にはかなり大雑把であったこと
が型紙から察せ られる。
アルセガによる と 「婦人用の絹 のマ ント
ルを裁断す る際の布地の見積 もり方 は,着
用者の頭のうえか ら布地をかぶせ,必 要 な
布地の長さを石けんでマークせ よ」 と教 え
ている。そ して,細 かい ところは,試 着 に
より補正 して仕上 げるように述べている。
また,こ のマ ントルを基にすれば何枚 もの
マン トルをも裁断す ることがで きると述べ
ている。
十九 世紀 には,コ リー(Cory)夫人 の
"TheArtofDressmaking"(1849年出版)
の中で,型 紙 を作 る場合の第一段階 として
は,も し一番始めの型紙作 りがわか らなけ





それまでは,各 々,お 客の身体を採寸す る
には,ガ ーサル ト(Garsault)1769年出版
の"L'ArtduTailleur"によると 「紙片の
端 に目盛 りを入れて印 された。」 と述べて
いる。
同 じような方法 は,十 六世紀に も行なわ











特徴 と裁断,構 成 について考察する。
外観は前世紀よ り柔軟 とな り,人 間とし
て自然で自由な思考が,人 々の豊かな土壌
のなかで育 まれ,や がてイギ リスにおいて
は産業革命 という目覚 ましい成果として現
われ,服 飾の面で も新 しい衣裳美を打 ち出
し,現代 に向けて確固たる基盤 を築いた。
十八世紀初期の衣裳 の裁断法 は,始 めは
T字型に裁断された簡単なネグリジェ型で
あった。 しか し,ロ ココ時代を迎える頃に
は,ロ ー ブ ・ヴォ ラ ン ト(robevo豆ante;
ひるがえるローブ)あ るいはローブ ・バ タ
ン ト(robebattante:パタパ タと音がす る
ローブ)と 呼ばれる華麗で優雅 な雰囲気 を




響 をあたえ,機 械化による新 しい衣裳美は,
自然尊重,庶 民性,実 用性に新 しい価値観
を見いだ した。それまでの誇張美か ら自然
な美しさへ と一転 した。
これ らが もたらす衣裳は,ポ ロネーズ型
に代表 された。 この衣裳は,ス カー トをた









さらに,十 九世紀 に入 って,ナ ポレオン
勢力の弱体化に伴 って旧貴族が頭 をもたげ
衣裳に も貴族調が再現す るが,お りか ら古
典調の厳 しさに対抗 して生 まれた,ロ マン
チ ックの風調が高揚 し,物質的なもの より






ウエス トは細 く見せ るよう工夫がなされ,
袖は大 きく誇張 されたジゴ袖が特徴であっ
た。また,今 までになかったダーツの技法
が とられて身体 にそって,ぴ った りしてい
ることであった。
着装方法は,ペ ティコー トを二枚付 けて
その上 に腰当ての大 と小を重ねて,後 腰に
付 けて,袖 は,張 りを出す ためにダウンの
入 ったス リーブ ・バンを付 けたのちローブ
を着装 した。
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